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《位置図》

稚内建設管理部

漁港事業
オホーツク枝幸漁港 乙忠部地区 水産流通基盤整備事業

事事業業期期間間 ：：令令和和 年年度度～～令令和和 年年度度（（予予定定））
全全体体事事業業費費：：約約 億億円円
事事業業内内容容 ：： 岸岸壁壁 天天蓋蓋施施設設 等等

《事業概要》

《全景写真》

出典：国土地理院

枝幸町

★★整整備備効効果果★★
従従来来はは野野天天でで行行っってていいたた荷荷揚揚げげ作作業業がが、、屋屋根根
付付きき岸岸壁壁をを整整備備すするるここととにによよりり、、直直射射日日光光やや
雨雨・・鳥鳥フフンンななどどのの異異物物混混入入をを防防ぎぎ、、
水水産産物物のの衛衛生生的的なな品品質質確確保保がが図図らられれまますす。。

オホーツク枝幸漁港（乙忠部地区）は、枝幸町南部に位置する漁港で、ホタテやサケなどを代表とする水産物を荷揚げしており、令和５年度
に屋根付き岸壁の整備に着手しました。荷揚げの環境を野天から屋根下に切り替えることにより、出荷まで一貫した水産物の衛生的な品質
確保が可能となり、消費者の｢安全・安心｣志向に対応した水産物を供給するものです。

《整備前》 《完成予定 他漁港例 》

枝枝幸幸町町役役場場

オオホホーーツツクク枝枝幸幸漁漁港港
乙乙忠忠部部地地区区

～～ 天天蓋蓋施施設設整整備備箇箇所所

《現状と課題》

～～ 天天蓋蓋施施設設整整備備予予定定

漁漁港港内内のの鳥鳥

直直射射日日光光

陸揚げ場所周辺は鳥類が飛来し、フンなどが落ちて異物混入等のおそれがある。
また、直射日光や雨などの影響を受けるため、鮮鮮度度低低下下のの懸懸念念がある。
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稚内建設管理部

公園事業

宗谷ふれあい公園は、稚内市の北側に位置し、「未来への北方圏交流拠点の形成」というコンセプトのもとに、四季を通じて
様々な地域間の交流の場として、平成１２年度に全面供用を開始しました。多くの施設が老朽化してきたことから修繕･改築を
行いつつ、施設の更新にあたり利用者のニーズを踏まえた施設配置に見直すなど、再整備を進めています。

宗谷ふれあい公園 都市公園事業

事事業業期期間間 ：：平平成成 年年度度～～令令和和 年年度度（（予予定定））
全全体体事事業業費費：：約約 億億円円
事事業業内内容容 ：：既既存存公公園園施施設設のの再再整整備備

《事業概要》

稚内市

出典：国土地理院

宗宗谷谷ふふれれああいい公公園園

・施設の老朽化による事故などのリスクが軽減されます。
・利用者のニーズを踏まえた施設配置になり、より多くの来園が期待できます。

交流広場：駐車場からキャンプ場への導線整備
遊具広場：遊具ゾーンの集約化と老朽化した遊具の更新及び

インクルーシブ遊具の配置
パークゴルフ：コースの増設と起伏のないバリアフリーコースの新設
多目的広場：屋外活動利用にも配慮した利便性の向上

《整備効果》

《整備内容》

多目的広場

遊具広場

パークゴルフ場
管理棟（建築物）

交流広場

ビジターセンター内
バーベキューコーナー

ビジターセンター内インドア
ガーデン他

パークゴルフ場

多目的広場管理棟（建築物）
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